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改正後 改正前 

島根県工事成績評定要領 

 

(目 的)                                                                                   

第１ 〔略〕 

 

 （評定の対象）  

第２ 〔略〕 

 

 （評定者）  

第３ 〔略〕 

 

 （評定の方法）  

第４ 〔略〕 

 ２．〔略〕 

３．〔略〕 

４．〔略〕 

５．〔略〕 

６．〔略〕 

 ７．〔略〕   

 ８．〔略〕  

（工事成績採点表の提出等）  

第５ 〔略〕 

 

 （評定の結果の通知） 

第６ 〔略〕 

２．〔略〕 

 

島根県工事成績評定要領 

 

(目 的)                                                                                   

第１ 〔略〕 

 

 （評定の対象）  

第２ 〔略〕 

 

 （評定者）  

第３ 〔略〕 

 

 （評定の方法）  

第４ 〔略〕 

 ２．〔略〕 

３．〔略〕 

４．〔略〕 

５．〔略〕 

６．〔略〕 

 ７．〔略〕   

 ８．〔略〕  

（工事成績採点表の提出等）  

第５ 〔略〕 

 

 （評定の結果の通知） 

第６ 〔略〕 

２．〔略〕 
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（評定の修正）  

第７ 〔略〕 

 

 （説明請求等）  

第８ 〔略〕 

 

（評定結果の公表）  

第９ 〔略〕 

（島根県工事成績評定点通知公表実施要領）  

第１０〔略〕 

 

 

 附 則      

この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 

 附 則      

この要領は、平成１５年４月１日から施行する。 

 附 則      

この要領は、平成１７年４月１日から施行する。 

 附 則      

この要領は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則      

この要領は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則      

この要領は、平成２０年６月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２４年４月１日から施行する。 

 

（評定の修正）  

第７ 〔略〕 

 

 （説明請求等）  

第８ 〔略〕 

 

（評定結果の公表）  

第９ 〔略〕 

（島根県工事成績評定点通知公表実施要領）  

第１０〔略〕 

 

 

 附 則      

この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 

 附 則      

この要領は、平成１５年４月１日から施行する。 

 附 則      

この要領は、平成１７年４月１日から施行する。 

 附 則      

この要領は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則      

この要領は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則      

この要領は、平成２０年６月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２４年４月１日から施行する。 
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附 則 

この要領は、平成２５年７月１日から施行する。 

 

 



考課者 頁 項目等 内容 現行 改正 備考

総
括
監
督
員

22 ７．法令遵守等
適用項目④

若手技術者の
雇用継続の追加

④総合評価落札方式における技術提案、受注者の責によ
り履行されなかった場合、県内調達の義務付け違反があっ
た場合、及び複数回の措置が生じた場合等については、
９．で点数を減ずる措置を行う。

④総合評価落札方式における技術提案、若手技術者の雇
用継続が、受注者の責により履行されなかった場合、県内
調達の義務付け違反があった場合、及び複数回の措置が
生じた場合等については、９．で点数を減ずる措置を行う。

追加

44

３．出来形及
び出来ばえ

Ⅱ．品質

工種の追加

　ため池
　 工事
(堤体工）

 二次製品
 水路整備
　　工事

　ため池
　 工事
(堤体工）

　魚礁工
　ｺﾝｸﾘｰﾄ
　魚礁
　鋼製魚礁
　沈　　設
 
 二次製品
 水路整備
　　工事

　　追加

※魚礁工
（品質）参
照

53

３．出来形及
び出来ばえ

Ⅲ．出来ばえ

工種の追加

　ため池
　 工事
(堤体工）

 二次製品
 水路整備
　　工事

　ため池
　 工事
(堤体工）

　魚礁工
　ｺﾝｸﾘｰﾄ
　魚礁
　鋼製魚礁
　沈　　設
 
 二次製品
 水路整備
　　工事

　　追加

※魚礁工
（出来ば
え）参照

（別紙２）　　　　　　　　　　　　　　　                               　　考査項目別運用表の一部改正新旧対照表

検
査
員
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（検　査　員）

考査項目

□ 品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞ □ □

「関連基準、島根県公共工事共通仕様書施工管理基準、その他設計図書に定められた試験」

※　ばらつきの判断は資料－１　（１．管理図の取り扱い）　参照

Ⅱ．品質
［評価対象項目］
対象 評価

□ □ １．台風などの異常気象に備えて施工前に避難場所の確保及び避難設備の対策を講じていることが確認できる。

□ □ ２．工事現場及び周辺海域の環境に対して影響を与えないような施工方法を講じていることが確認できる。

□ □ ３．品質管理についての記録簿等が整理されている。

□ □ ４．コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており、コンクリートの品質（強度・ｗ／ｃ、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等）が仕様を満足していることが確認できる。

□ □ ５．強度試験に使用したコンクリート供試体が、ラベル等が添付され当該現場の供試体であることが確認できる。

□ □ ６．コンクリートの圧縮強度を管理し、必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っていることが確認できる。

□ □ ７．運搬、打設、締め固めが、気象条件に適しており、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

□ □ ８．コンクリート魚礁の転置、仮置にあたって、強度確認を行っていることが確認できる。

□ □ ９．鋼材の種別に関して、品質を証明する書類又は現物により照合していることが確認できる。

□ □ １０．溶接作業に当たり、作業員の技量確認を行っていることが確認できる。

□ □ １１．ﾎﾞﾙﾄの締付確認が実施され、記録を保管していることが確認できる。

□ □ １２．鋼製魚礁の溶接及び切断の品質管理に関して仕様書に定められた事項が確認でき､切断面の品質が規定を満足していることが確認出来る｡

□ □ １３．組立魚礁の組立・加工が仕様書及び手順書等に沿って定められたとおり施工されていることが確認できる。

□ □ １４．石材投入位置の測量において、特記仕様書で指定されている機器を使用していることが確認できる。

□ □ １５．石材などの材料の規格・品質が試験成績表等（現物照合を含む）で確認できる。

□ □ １６．石材等に関して、ゆるみが無く堅固に施工し、設計図書の仕様を満足する仕上げであることが確認できる。

□ □ １７．沈設に先立ち、気象・海象等を十分調査し、沈設作業が適切に管理されており、設計図書等に定められたとおり施工されている。

□ □ １８．沈設において礁体の転倒、崩壊の恐れがないことが確認できる。

□ □ １９．輸送中相互に接触しないよう固定して運搬され、破損やキズがないことが確認できる。

□ □ ２０．沈設に伴う位置測量結果をその都度整理し、沈設場所が速やかに復元できる資料等が整理されている。

□ □ ２１．その他 （理由： ）

●判断基準

①　当該「評価対象項目」のうち、対象としない項目は削除する。

②　削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値で評価する。

③　評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／対象評価項目数（　　　）

④　なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする。

考査項目
３．出来形及び
出来ばえ

□ 優れている（A） □ やや優れている（B） □ 他の評価に該当しない場合 □ 劣っている

【追加】 □

□ ※ 該当５項目以上・・・・・Ａ

Ⅲ．出来ばえ 魚礁工 □ 該当４項目・・・・・・・Ｂ

□ 該当３項目・・・・・・・ｃ

□ 該当２項以下・・・・・・ｄ

□

【追　　加】別紙２

資料等から沈設状況や不可視部分の出来ばえの良さが確認できる。

コンクリート魚礁にクラックがなく表面状態が良い。 ●判定基準

部材表面に有害な、傷、錆がない。

鋼製魚礁表面に補修箇所がない。

資料等から魚礁等が計画位置にバランスよく沈設されていることが確認できる。

構造物の出来ばえが良い。

試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は「ばらつき
で判断不能」欄により評価する。

評
価
値

工　　　種 A B c d

60%以上75%未満 B b c c

60%未満 b c c c

B B

75%以上90%未満 a B b b

90%以上 A a

B

ばらつきで判断可能 ばらつきで

50％以下 80％以下 80％超 判断不可能

b c d e

３．出来形及び
出来ばえ

　
魚礁工

ｺﾝｸﾘｰﾄ
魚礁

鋼製魚礁

沈　　設

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は
測定値が不適切であった
ため、検査職員が補修指
示を行った。

工種 A a
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別紙５、③

改正後 改正前

（趣旨） （趣旨）

第１　〔略〕　 第１　〔略〕　

（委員会の事務） （委員会の事務）

第２  〔略〕　　　 第２  〔略〕　　　

　（１）  〔略〕　 　（１）  〔略〕　

　（２）　〔略〕　 　（２）　〔略〕　

　（３）　〔略〕　 　（３）　〔略〕　

(委員会の委員及び組織）) (委員会の委員及び組織)

第３　委員会は、次の者で構成する。 第３　委員会は、次の者で構成する。

 （1）所長又は局長  （1）所長又は局長

 （2）関係部長又は事業所長  （2）関係部長又は事業所長

 （3）技術専門監 又は企画幹　削除  （3）技術専門監又は企画幹

 （4）総務 グループ課長又は契約業務 グループ課長  （4）総務グループ課長又は契約業務グループ課長

 （5）当該工事担当総括監督員  （5）当該工事担当総括監督員

 （6）当該工事担当主任監督員（必要に応じて）  （6）当該工事担当主任監督員（必要に応じて）

 （7）当該工事担当検査員  （7）当該工事担当検査員

　2　委員長は、所長又は局長とする。 　2　委員長は、所長又は局長とする。

（委員会の庶務）

　3　関係部長又は総務 グループ課長は、委員長に事故があるときは、
　　 その職務を代理する。

　3　関係部長又は総務グループ課長は、委員長に事故があるときは、
　　 その職務を代理する。

(委員会の招集) （委員会の招集）

第5 委員会の庶務は、総務 グ ル ー プ 課又は契約業務 グ ル ー プ 課が行
う。

第５　委員会の庶務は、総務グループ又は契約業務グループが行う。

島根県工事成績評定評価委員会規程　新旧対照表

第4　委員会は、委員長が必要と認めた場合、委員長が招集する。 第４　〔略〕　

(委員会の庶務)
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